
様式 

福岡県議会議員の政治倫理に関する条例（仮称／素案）に対する意見書 

住所(所在地) 福岡県田川郡添田町大字添田１４１７ 

氏名(法人又は団体名) 神崎聡（福岡県議会） 

連 絡 先 ０９４７－８２－５５５９ 

該 当 条 文 第 5 条第 3項、第 6条、第 7 条、附則 

項   目 
審査請求の期間制限（1年・正当な理由）、審査会の構成・公正性、施行

前の行為の取扱い 

意見 

政治倫理条例を制定し、県民からの信頼回復を図ること自体には賛成です。 

ただし、今回の条例案は、正副議長の選任等をめぐる金銭授受の疑いなど、現在調査が進められ

ている問題を背景としているにもかかわらず、その事実関係が明らかになる前に制定しようとし

ている点に疑問があります。 

第三者委員会や百条委員会等の調査によって、今後新たな事実が明らかになった場合に、その事

実を政治倫理条例に基づく審査の対象とできるのかを明確にすべきです。 

特に、条例案では行為から 1 年を経過すると原則として審査請求ができないとされています。し

かし、政治倫理上の問題が数年後に初めて発覚し、その後の調査によって事実が明らかになる場

合もあります。 

そのため、以下の点を求めます。 

１．条例施行前の行為についても、後日新たな事実が判明した場合には政治倫理上の審査対象と

できること 

２．第三者委員会や百条委員会等による調査で新たな事実が判明した場合、「1 年」の期間制限

を適用しないこと 

３．「正当な理由」の具体的な判断基準を明確にすること 

４．政治倫理審査会及び条例制定過程について、当事者性や利益相反を排除し、公正・中立性を

確保すること 

政治倫理条例の意義は、条例を作ることそのものではなく、議員の地位や権力にかかわらず、問

題が明らかになった場合に実効的に検証できる制度をつくることにあります。 

今回の疑惑について、調査の結果が明らかになった際に「条例施行前の行為だから」「1 年以上

前だから」という理由で審査できないのであれば、県民の信頼を回復する制度とは言い難いので

はないでしょうか。   現在進められている調査結果を十分に踏まえ、必要な修正を加えた上で、

実効性と公正性のある政治倫理条例として制定されることを求めます。 

理由 

今回の条例制定は、正副議長選任をめぐる金銭授受疑惑や海外活動の不透明な公費支出報道を受

け、県民の信頼を回復することを目的としています。 

しかし、条例案第 5 条第 3 項では、審査請求の期間を「行為があった日または終わった日から

1 年」と制限しています。政治倫理上の問題や構造的な疑惑は、発覚や調査に数年を要すること

も少なくありません。現在進められている各種調査の結果、過去の事実が判明した際に「条例施



行前の行為だから」「1 年以上前だから」という理由で審査できないとすれば、本条例は形骸化

し、目的である「県民の信頼回復」を果たすことができません。 

制度を作るだけで終わらせず、問題が判明した際にしっかりと事実解明と検証ができる実効性の

ある制度とするため、上記の修正を求めます。 

備考 

 

 

【記入上の注意】 

１ 「意見」及び「理由」をできるだけ本紙１枚に収めてください。 

２ 意見は日本語で記入してください。 

３ 福岡県内に住所を有しない方は、通勤・通学している福岡県内にある事業所、学校等の所在地 

及び名称を「備考」の欄に記入してください。 


